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波の高さを h とする.表－１は縦軸が波の高さの割合（h/h₀）,横軸が湾口を閉じた割合（％）を表し

ている.表－２は縦軸が波の高さの割合（h/h₀）,横軸が金網の厚さ（㎝）を表している.

金網の柵の厚さが 3.0cm のときの波の高さの抑制率は北側から仕切りで 50%閉めたときの波の高さの

抑制率とほとんど変わらなかった.

考察

予備実験では南側から湾の入り口を閉めるより北側から閉めた方が波を弱めた.そのため本実験で

は北側に金網の設置し実験を行った.結果より金網の厚さが 0.5cm のとき 9.2%,1.0cm のとき

12.9%,2.0cm のとき 17.3%,3.0cm のとき 20.1%最奥部の波の高さを抑えることができた.金網の厚さが

3.0cmのときの波の抑制率は北側から仕切りで50%閉めたときの波の抑制率とほとんど変わらない結果

になり金網の柵に波の高さを抑える効果があることが分かった.また,コンクリートのような平面に波

が当たると,波はエネルギーをほとんど失わずに反射し他の地域に被害を与えてしまう可能性がある

が金網は強い反射波を生じることがなく他の地域に被害を与える可能性が低い.金網のような網状の

柵に波が当たると波は柵内に侵入し柵の棒１本１本の後ろに乱流が生じる.乱流が生じることで波の

規則的な流れが乱れ,いたるところに渦が生じて波のエネルギーが失われる.また,柵の棒１本１本か

らの反射波は小さくばらばらに生じるため互いに波を打ち消し合い,強まることはない.これらの結果,

波は柵内を進入しながらエネルギーを失っていくため他の地域に被害を与える可能性が小さいと考え

られる.また,金網を用いると生き物の行き来や海水の循環を妨げないため生態系を守りつつ波の高さ

を抑えることができる.ただ,大量の金属が必要になることや金網がさびてしまう可能性があることを

考えると実用化は難しいかもしれない.

結論

金網の柵を用いることで環境に配慮しつつ波の高さを抑えることができる.ただし,実際に実現する

ことは難しい.
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